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循 環 器 の先 端 医療
一心臓置換一

循環器病研究を支援するのは当財回の目的であ

り、その中には当然のことながら心臓移植や人工

心臓 といった心臓置換の研究 も含まれています。

然 し乍 ら残念な事に我国では心臓移植はなかなか

国民の合意が得られていないということで、既に

欧米諸国に比べて4半世紀以上の遅れをとってい

ます。そしてその遅れは単に心臓移植そのものに

留まらず、次々新 しい知見が得られるようになっ

たこれに関連する周辺技術にも及んでいるのです。

幸い多 くの研究者、医療従業者に、最近では息

者さんやその家族も加わられ臓器移植を求める声

が次第に大きくなってきました。そのため3年間

国会で店晒しになっていた臓器移植法案も漸 く審

議が始まり、何とか今国会の間に成立する可能性

が出てきたのは大変喜ばしい事です。

臓器移植法案が成立し、欧米諸国と同じくらい

に心臓移植が普及すれば、年間500人ほどの命は

救うことが出来ます。ということは今迄は毎年

500人の命を、為す術 もなく葬 り去っていたとい

うことであり、断悦に耐えません。手術が出来る

ようになっても、直く
｀
にはそんなに良い成績が得

られないだろうといった心配もされていますが、

今迄に外国へ行って心臓移植を受けた息者さん32

人のうち、現在28名は生存しておられ、最長は8

年になっています。ほとんどの方は元気で社会復

帰しておられ、その成績は世界の水準よりもはる

かによい状態です。

常任理事 川島 康 生

これは帰国した息者さんの治療に熱心に取 り組

んでおられる医師達の努力によることは勿論です

が、実は我国で開発された技術や、我国研究者が

外国で行った心臓移植に関する研究成果 も数多 く

活かされているのです。我国でこの治療が再開さ

れれば、当財団としても多 くの面でこの研究を支

援することになるだろうと思います。

しかし心臓移植には ドナー心臓の数に限 りがあ

るという問題があります。そのため今 日では動物

の心臓 を用いる異種心臓移植の研究が盛んです。

それも人間に近い霊長類の心臓を使 うことは倫理

的に問題があることから、むしろ豚や羊のような

人間が食用やその他の目的で飼育 している動物の

心臓を用いる研究が行われています。実際に豚の

心臓を移植 したヒヒが20日間も生存 した記録があ

りますので、実現の可能性は十分考えられます。

一方、人工心臓の研究 も盛んで、こちらは私共

の循環器病センターで も独 自の補助心臓 を作 っ

て、既に厚生省の認可を得て臨床に使用 していま

す。欧米ではそれを装着 して退院し、自宅で生活

できるような補助心臓 も開発されています。こう

いった先瑞医療の研究を支えてい くことも、疾病

の発生予防の為の研究を支えることと共に、本財

団の重要な役 目の一つとなっています。

今後 とも財団で支援する研究については報告 し

ていきますので、当財団への一層の御支援を御願

い致 します。



3月 開催の理事会 ・評議 会

新役員 と9年 度 業が決 まる
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―
平成 9年 度 事業概要一

t12i580万1円) ltEII寧1会勤1成1事1業 (71を10万‐円,■111研1究1助1成1零1業

(1)公 募研究助成

A.公 募研究助成

全国公募による臨床 ・予防医学 ・疫学 ・基礎医学の

中から自由課題 10課題、指定課題 「動脈瘤」 1課題

に研究助成を行う。

B.バ イエル循環器病研究助成

学識経験者により研究課題を 「心不全」と指定 し、

全国公募により研究助成を行う。

C.循環器疾患看護研究助成

全国公募による循環器病看護について10課題の研究

助成を行う。

(2)指 定研究助成

A.高 齢者高血圧に対する降圧薬治療の効果に関する研究

B.高 齢者高血圧に対する降圧薬治療の効果に関する研究 (Ⅱ)

C。 長期降圧薬治療評価研究

D.脳 卒中再発予防に関する国際研究

E.ナ トリウム利尿ペプチ ドの研究

F.プ ロジェク ト研究助成

■こ1船1究1弱1修1者駒1競1事1業|(2i470BH)

(1)国 内外研修者助成

国内外の研修に対する派遣研修者に助成する。

(2)国 際協同研究助成

海外で開催される学会 ・協同研究に参加する研究者

に助成する。

(3)外 国人 研 究者 助 成(田辺 製 薬 研 究奨 励)

循環器病を研究するため滞在する外国人研究者に助

成する。

(1)第 38回日本脈管学会

(2)第 20回国際心肺移植学会

(3)第 3回日本凍結保存胸部組織移植研究会

■豆研究1業績集と予
‐
勝書発1活動(750万円)

(1)研 究助成を行った研究報告を研究業績集として発

行 し、全国の関連病院 ・研究所等に配布する。

(2)循 環器病に関する資料や学術情報を医療関係機

関 ・研究所等に配布する。

(3)循 環器病パンフレットの発行、自治体 ・会社 ・市

民等に配布する。

【2】 研 究 助 成 金

瞬     題

[ 3 3飛 規摩 関貯FR

(13Tn9年 4月 15日 (穴)必書

14]減 郵捧 ラ埼狭

11お国螢用類描 てA4サ イズ)と ,30円 切手を用封のうえ.当 R4団に申頚3を 強求与て下さい,
0申 「B書には必要尊石を記入のうえ当財回熟こ送いして下さt、
て3j当財国の能貫 還 持錬買は、原難として研究効成金の申請者tこなることをご連逮下さい,

〔5】 選 考 方 法 ・決 差 等

ti輝門求からなも通増輩貫台て敗正な選特を付ぃますⅢ
O選 特韓案ほついては,干茂3年 S月下旬輯仔う予定ri

t S i そ の 建

tl期熊金竜交おされた書は、年度茶T検 モケ月以内に奏張につt てヽ当財酎こSa告して下さい。
121Sttg10勧耐こよる胡究成果の発表にあたっててま、その音をpJ4聴にして表示して下さt .ヽ

【報摩班お淳義工  〒 S65 夫 醸撤映顧布標白台ST患 ?番1号
期聞法大幅暉輯捕研究擦栄篇配
Tほと(36)872古 OC,0

、    FAX 408)872-0809



外国人研修者へのアンケー トを実施ゴ′

平成3年度から平成 7年度までに外国人研修終了者35名 (中国22・韓国6・ ブ

ラジル2・ フイリピン・タイ ・アルゼンチン・エクアドル各1)に 対してアンケ
ート調査を行ったところ、25名から回答を得た。いくつかの調査項目のうち特に

大多数の研修者が研修成果を示し研修再希望があること更に研修後の昇進者が5

割以上にもなっていることが目につく。このように外国人研究者助成事業は着実

に成果を上げていると共に国際貢献への一助となっていると言えよう。

研 修 成 果

なし 1人
回答なし

研修再希望

1人

1人

同窓会開催
の場合

帰国後研修者
同志の連絡

研修後昇進

回答なし 1人

外国人研修者には先ず

オリエンテーションから



“
公益法人の設立許可及び指導監督基準粕zttD

■‐今1回|の1基準ヤま従1来の|「設1立と運営ヤ〔

の1基準に不1適‐合な公益法1人は■年1以F

当財1団|につヤヽ‐ても1理事1定1数及|ぴ評議壕

||したと|こ|ろ|で|あ|‐るよ|■■■■■■■■|

・公益法人は積極的に不特定多数の利益の実現を目的とする。

・事業は法人の目的に照らし適切な内容で事業内容は寄附行為上、具体的に

明確にする。営利企業が行う事業を主とせず事業規模は総支出額の2分 の

1以上とする。

・名称は法人の目的、実体を適切に表現し社会通念上妥当なものとする。

・機関は理事会 ・監事 。評議員会 ・事務局を置き、理事 ・監事 。評議員の選

任方法、任期、構成員害J合と会議開催の成立要件、議決要件を定める。

・財務及び会計は原則として公益法人会計基準に従い基本財産 ・運用財産の

管理運用は安全確実な利用価値が生ずる方法による。内部留保は過大にな

らないよう管理費は総支出額の2分 の 1以下とする。

・株式は特別な場合を除き原則として保有しない。

・情報公開は業務及び財務等に関し自主的に開示する。

●‐o
●‐理事総数を21名から24名に増員

●9年度を入保健事業実施計画を申請

昔、千里にも及ぶ竹林地も今では閑静なベット

タウンに移り変り、街路樹の桜並木は人々の楽

しみの場所となちている。       ‐

●バイエル循環器病研究助成に29名おギ応‐募



3月 開催の理事会 ・評議員会で

新役員と9年 度事業が決まる
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循環器病研究振興財団へのご寄附
厚くお礼申し上げます

平成8年度、次の方々からご寄附を頂戴いたしました。ここにご芳名をしるし

深く感謝申し上げますとともに、この貴重な寄附金は、循環器病研究のために大

いに役立たせて頂きたいと思います。
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メディカル
リポート

1.喫 煙と心血管病

昔はたばこは気持ちを休める沈静作用をもつといわれ、

現実に脂肪の摂取量の少ない日本の農村において脳卒中の

発生を予防する成績が国際動脈硬化学会で報告され、世界

の医学者の失笑を買った。欧米においては、喫煙と肺癌、

喫煙と′とヽ筋梗塞の因果関係が疫学的に立証されて喫煙病と

までいわれ、あちこちで煙草会社に損害を求める訴訟がお

こり、家族や周囲の人に及ぼす間接喫煙の害についても言

及されてい%。 最近報告されたコレステロール値が比較的

低 く、発症後3カ月以上経過した心筋梗塞息者を対象にし

たC畑覗の成績では、抗高脂血薬治療群でイベント発症の

低下が認められた。喫煙者では非喫煙者に比しイベントの

発症は高率であったが、LDL・ Cが低値となった治療群の

対照群と比較したイベント発症リスクが、喫煙群では33°/0

減少し、非喫煙群の22%の 低下をはるかに上まわり、コレ

ステロールが低い状態では、喫煙の影響は少ないと考えら

れた。しかし、コレステロールが高い男性の家族性高コレ

ステロール血症間で冠動脈疾患の発症を規定する最大の因

子は喫煙習慣であり、喫煙者では腹部大動脈のXttCTで み

た動脈壁のコレステロール蓄積による肥厚狭窄の程度もあ

きらかに強かった。閉塞性動脈硬化症と診断された患者の

分析結果では、喫煙率は男性では98%、 女性では67%で あ

り、日本人の喫煙率男性61%、女″性13%に 比べ高率であった。

2.喫 煙と動脈硬化

(1)習慣性喫煙

動脈硬化に影響を与えるものは、主としてエコチンと一

酸化炭素である。エコチンの作用に基づくものとして、血

小板機能の元進が示されている。また、喫煙量に依存して

酸素のかわりに一酸化炭素がヘモグロビンつき、白血球や

喫 煙 と循 環 器 病

目立循環器病センター総含外来科医震 都島 基 夫

赤血球の数も増え、さらにフイブリ

ノゲンカ泣曽加 して血液の粘度が高 く

なる。このため血液は凝固しやすく

なる。低酸素血症がおこることで血

管を内面より守っている内皮が脆弱

となり、血管壁をコレステロールを

含むLDLが 透過 しやす くなる。また、

LDLの 酸化を促進させ、HDL・ Cは rヽ
低 く、 ト リグリセライドは高値となって、血管壁へのコ

レステロールの蓄積を盛んにしく 粥】犬硬化を進展させる。

lii)急性の喫煙効果

煙草を吸うと″亡ヽ拍数が増加し、末梢動脈の収縮で血管

抵抗が増し、血圧が上昇する。心臓では心筋の収縮が増

し、喫煙後の2・3分は″ふ筋の酸素の消費量と需要が増え

て、狭心症が起きやすくなる。多くの循環器病患者が、

冠動脈や末梢動脈を拡げて血流をよくさせ、血圧を下げ、

心拍数の増加を抑えて心筋での酸素の消費を減らし、血

栓を予防し、高脂血症を改善させる治療業が投与されて

いるが、喫煙はこの作用をすべて打ち消すことになる。

喫煙者への投薬は保険の無駄遣いだけでなく、喫煙に

よる疾病が発症すれば、労働力や介護の人手と費用が必

要となる。最近、若年者、女性の喫煙者が増えているこ

とは、脂肪摂取量が増加した本邦では憂慮すべき事態で

ある。国民の福祉のために国策として煙草の発売を禁止

すれば、煙草の税収に見合う税の支出を抑制でき、健康

で働ける老後を迎え、明るい清潔な高齢化社会が実現で

きると考える。
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電話  06 (872)0010 FAX 06(872)0009

月日の流れは川の如 くとは…創刊

号発刊から3ケ 月が過 ぎ、その間皆

さまから有難いご意見を頂戴いたし

勇気づけられながら4月 号をお届け

することになりました。

当財回の寄附行為の定めにより理事及び評議員の

任期満了に伴って前記のとおり新役員26名が選任さ

れました。

今後 2年 間、この新 しい体制で運営されることに

なりますが財団の設立目的達成のためには関係各位

の尚一層のご理解とご支援を頂きますようお願い申

し上げます。 (事務局長)


